
大阪・関西万博における福井県独自展示スペース基本計画

３ 福井県独自展示スペースのイメージ

③メインショーイメージ図
恐竜の繁栄と絶滅から未来を見

つめる全周型映像空間

②プレショー
現在から白亜紀まで時間を遡り

ながら福井の歴史・文化を発見す
る検索体験

①ファサードデザイン
地層から現れた恐竜が期待感を演出

①ファサードデザイン

②プレショー

③メインショー

・テ ー マ：いのち輝く未来社会のデザイン（Designing Future Society for Our Lives）
・会 場：夢洲（大阪市臨海部）
・開催期間：２０２５年４月１３日（日）～１０月１３日（月）
・来場者数：約２，８２０万人

１ 大阪・関西万博の概要

開催前（案） 万博開催中（案） 開催後（案）

万博機運醸成に向けた情報発信
（リアル・バーチャル）

パビリオンでの巨大恐竜ＶＲ体験
恐竜に関する催事の実施

世界に誇るデジタル資産として活用

恐竜博物館や県内観光地を周遊
（大阪からの鉄道やバスのツアーによる県内周遊）

年度
Ｒ４年度
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Ｒ６年度
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福井県独自展示スペース 展示基本計画策定 展示設計 展示制作・工事 万博開催 レガシー活用

４ 今後のスケジュール

・関西府県と連携し、関西パビリオンに出展することにより、万博を契機とした本県への誘客促進につなげる。
・関西パビリオン内の福井県独自展示スペースについてはインパクトがあり、記憶に残るよう他府県にはない地域資源である「恐竜」を活用した展示とし、
恐竜を体験した人が実際に福井県内の恐竜博物館やその他観光地を訪れる流れを作る。

・万博開催前、開催期間中、開催後の段階に合わせ、ＷＥＢ等を活用したプロモーションを実施する。

２ 関西パビリオン（関西広域連合）への出展


